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谷
崎
潤
一
郎
は
生
涯
で
三
度
﹁
源
氏
物
語
﹂
の
現
代
語
訳
に
取
り
組
ん
だ
が
、
最
初
の
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』（
全
二
十
六
巻
、
一
九
三
九
・
一
～
四
一
・
七
、
中
央
公
論
社
）
は
、
日
中
戦
争
か
ら
日
米
開
戦
へ
と
い
う
時
代
を
背
景
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
国
家
主
義
的
な
傾
向
が
強
ま
る
な
か
、
皇
統
譜
の
乱
脈
を
主
題
と
す
る
﹁
源
氏
物
語
﹂
は
舞
台
上
演
や
国
定
教
科
書
へ
の
収
録
が
問
題
視
さ
れ
、
当
時
﹁
大
不
敬
の
書
﹂（
橘
純
一
﹁
源
氏
物
語
は
大
不
敬
の
書
で
あ
る
﹂『
国
語
解
釈
』
一
九
三
八
・
六
）
と
ま
で
呼
ば
れ
た
。
版
元
の
中
央
公
論
社
は
国
粋
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
知
ら
れ
た
国
文
学
者
・
山
田
孝
雄
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
起
用
す
る
こ
と
で
逆
風
を
凌
ご
う
と
し
た
が
、
結
果
的
に
、
皇
妃
で
も
あ
る
義
母
と
主
人
公
が
演
じ
る
禁
断
の
恋
な
ど
物
語
の
核
心
部
分
が
削
除
・
改
変
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
二
度
目
の
訳
か
ら
完
全
版
と
な
る
）。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
削
除
版
﹁
谷
崎
源
氏
﹂
の
編
集
者
・
木
内
高
音
に
宛
て
た
谷
崎
書
簡
四
十
四
通
で
あ
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
ヌ
６
９
３
９
９
１-
44
）。
　
木
内
高
音
（
一
八
九
六
～
一
九
五
一
）
は
、
長
野
県
生
ま
れ
、
一
九
二
〇
年
四
月
よ
り
赤
い
鳥
社
社
員
と
な
り
、﹁
や
ん
ち
ゃ
オ
ー
ト
バ
イ
﹂
（『
赤
い
鳥
』
一
九
二
六
・
十
一
）
な
ど
児
童
文
学
作
品
を
発
表
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
九
年
七
月
に
中
央
公
論
社
入
社
、
出
版
部
部
長
、『
婦
人
公
論
』
編
集
長
な
ど
を
歴
任
。『
綴
方
教
室
』（
一
九
三
七
・
八
）
な
ど
を
手
が
け
、
石
川
達
三
﹁
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
﹂（『
中
央
公
論
』
一
九
三
八
・
三
）
の
発
売
禁
止
処
分
に
よ
り
退
社
し
た
雨
宮
庸
蔵
の
後
を
継
い
で
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
を
担
当
し
た
。
一
九
四
四
年
七
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
五
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
新
資
料
紹
介
　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
　
西
　
野
　
厚
　
志
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─47
月
に
社
の
解
散
と
と
も
に
退
社
、
戦
後
は
『
建
設
列
車
』（
一
九
四
七
・
九
、
川
流
堂
書
房
）
な
ど
を
発
表
し
た
（
写
真
は
『
日
本
児
童
文
学
全
集
』
第
十
一
巻
（
一
九
五
一
・
一
、
河
出
書
房
）
よ
り
）。
　
書
簡
は
毛
筆
墨
書
き
の
封
緘
葉
書
四
十
三
通
（
資
料
番
号
１
～
43
、
４
の
み
ペ
ン
）
と
ペ
ン
書
き
の
葉
書
一
通
（
資
料
番
号
44
）
で
あ
る
。
封
緘
葉
書
は
す
べ
て
発
信
地
（﹁
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
反
高
林　
谷
崎
潤
一
郎
﹂）・
受
信
地
（﹁
東
京
駅
前
丸
ビ
ル
五
階　
中
央
公
論
社
方
﹂）
と
も
に
印
刷
さ
れ
て
お
り
（
宛
名
の
み
手
書
き
）、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
専
用
の
葉
書
を
用
い
て
頻
繁
に
や
り
と
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
資
料
番
号
４
・
12
の
み
発
信
地
が
印
鑑
、
受
信
地
は
手
書
き
）。
内
容
は
校
正
や
中
扉
の
色
指
定
と
い
っ
た
出
版
の
前
段
階
の
相
談
や
指
示
、
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
な
ど
事
務
的
な
や
り
と
り
が
多
い
。
ま
た
、
度
重
な
る
遅
延
に
よ
り
刊
記
の
発
行
日
に
間
に
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
な
か
で
も
、
出
版
の
裏
側
を
伝
え
る
情
報
と
し
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
﹁
内
務
省
内
閲
﹂（
資
料
番
号
２
）
の
語
で
あ
ろ
う
。﹁
内
閲
﹂
と
は
、
事
後
検
閲
を
基
本
と
す
る
戦
前
日
本
の
出
版
警
察
制
度
に
お
い
て
、
非
公
式
に
検
閲
官
の
チ
ェ
ッ
ク
を
あ
ら
か
じ
め
受
け
る
と
い
う
法
外
措
置
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
事
前
検
閲
の
こ
と
で
、
紅
野
謙
介
『
検
閲
と
文
学
│
１
９
２
０
年
代
の
攻
防
』（
二
〇
〇
九
・
十
、
河
出
書
房
新
社
）
や
牧
義
之
『
伏
字
の
文
化
史
│
検
閲
・
文
学
・
出
版
』（
二
〇
一
四
・
十
二
、
森
話
社
）
な
ど
に
よ
っ
て
近
年
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
実
施
期
間
は
一
九
一
七
年
頃
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
と
さ
れ
、
そ
の
期
間
外
で
の
適
用
例
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
谷
崎
は
﹁
奥
書
﹂（
第
二
十
六
巻
）
で
﹁
各
方
面
か
ら
の
注
意
な
ど
も
あ
つ
て
、
第
一
稿
の
当
時
よ
り
は
削
除
の
部
分
が
や
ゝ
増
加
す
る
結
果
に
な
つ
た
こ
と
﹂
を
断
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
全
集
所
収
書
簡
、
中
央
公
論
社
社
長
・
嶋
中
雄
作
宛
（
千
葉
俊
二
編
『
増
補
改
訂
版
谷
崎
先
生
の
書
簡
』
二
〇
〇
八
・
五
、
中
央
公
論
新
社
）、
校
閲
者
・
山
田
孝
雄
宛
／
山
田
宛
雨
宮
庸
蔵
書
簡
（
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
）、
雨
宮
宛
（『
芦
屋
木内高音
─　　─48
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
資
料
集
（
二
）
雨
宮
庸
蔵
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
』
一
九
九
六
・
十
）、
雨
宮
宛
山
田
書
簡
（
細
江
光
﹁
雨
宮
庸
蔵
氏
所
蔵
山
田
孝
雄
書
簡
紹
介
﹂『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
ニ
ュ
ー
ス
』
21
号
、
一
九
九
六
・
十
二
）、
校
正
係
・
石
井
秀
平
宛
（
中
野
和
子
﹁
谷
崎
潤
一
郎
石
井
秀
平
宛
書
簡
、
谷
崎
精
二
石
井
秀
平
宛
書
簡
、
石
井
秀
平
雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
翻
刻
﹂『
資
料
と
研
究
』
二
〇
一
五
・
三
、
山
梨
県
立
文
学
館
）
と
い
っ
た
関
連
書
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
書
簡
群
と
今
回
の
新
出
書
簡
を
時
系
列
に
並
べ
た
資
料
体
か
ら
、
削
除
版
﹁
谷
崎
源
氏
﹂
を
生
み
出
し
た
時
代
の
言
論
状
況
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。
　
以
下
、
日
付
順
に
全
文
を
翻
刻
し
、
適
宜
、
注
釈
を
加
え
る
。
な
お
、
先
述
の
と
お
り
、
発
信
地
は
す
べ
て
﹁
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
反
高
林　
谷
崎
潤
一
郎
﹂（
44
の
み
葉
山
）、
受
信
地
・
宛
名
は
す
べ
て
﹁
東
京
駅
前
丸
ビ
ル
五
階　
中
央
公
論
社
方　
木
内
高
音
殿
﹂（
一
部
連
名
）
で
あ
る
。
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─49
１　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
一
月
二
十
七
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
１
．
27
）
福＊
山
君
は
病
気
の
由
喘
息
の
持
病
は
承
知
し
て
ゐ
ま
す
が
腎
盂
炎
は
な
か
〳
〵
苦
し
く
且
長
び
く
も
の
故
十
分
養
生
さ
れ
る
や
う
御
申
伝
え
下
さ
い
さ
て
毎
月
の
配
本
二
冊
の
う
ち
先
づ
第
一
冊
分
を
全
部
校
了
に
し
て
か
ら
第
二
冊
目
へ
か
ゝ
る
べ
き
か
そ
れ
と
も
第
二
冊
ま
で
を
一
応
初
校
を
出
し
て
か
ら
第
一
冊
の
再
校
に
か
ゝ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
従
来
も
度
〻
迷
つ
た
の
で
す
が
昨
冬
福
山
君
と
の
間
に
先
づ
第
二
冊
迄
初
校
を
出
し
そ
れ
か
ら
第
一
冊
の
再
校
に
か
ゝ
る
や
う
取
り
き
め
が
出
来
ま
し
た
、
そ
の
方
が
印
刷
所
の
方
も
好
都
合
と
の
話
で
あ
り
ま
し
た
、
石＊
井
君
も
此
の
事
は
御
承
知
と
思
ひ
ま
す
昨
日
福
山
君
宛
の
書
面
御
覧
下
す
つ
た
と
思
ひ
ま
す
が
總
角
夕
霧
も
来
月
五
日
頃
ま
で
に
校
了
に
し
ま
す
か
ら
お
待
ち
下
さ
い
尚
第
十
六
冊
分
の
再
校
と
山＊
田
先
生
再
閲
の
分
い
つ
頃
か
ら
出
始
め
ま
す
か
至
急
見
込
み
知
ら
し
て
下
さ
い
第
十
七
冊
以
後
の
事
は
小
生
上
京
し
て
お
打
合
せ
し
ま
す　
木
内
様　
谷
崎
＊　
福
山
秀
賢
（
一
八
八
七
～
一
九
八
一
）
⋮
⋮
石
川
県
生
ま
れ
。
一
喝
社
、
講
談
社
を
経
て
、
一
九
三
〇
年
五
月
に
中
央
公
論
社
入
社
、『
婦
人
公
論
』
編
集
主
任
を
経
て
、
一
九
三
七
年
一
月
に
出
版
部
長
と
な
り
（
翌
年
三
月
ま
で
）、『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
を
担
当
し
た
。
一
九
四
〇
年
六
月
に
退
社
後
、
桜
書
房
を
創
業
。
戦
後
は
ロ
マ
ン
ス
社
、
大
法
輪
閣
の
編
集
者
と
な
っ
た
。
＊　
石
井
秀
平
（
一
九
〇
二
～
四
九
）
⋮
⋮
山
梨
県
生
ま
れ
。
主
婦
の
友
社
を
経
て
、
一
九
三
三
年
四
月
に
中
央
公
論
社
入
社
。
一
九
三
七
年
八
月
よ
り
出
版
部
、
翌
年
三
月
よ
り
新
設
さ
れ
た
校
閲
部
（
九
月
か
ら
部
長
）、
一
九
三
八
年
九
月
よ
り
﹁
源
氏
物
語
﹂
発
行
準
備
委
員
と
な
り
、『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
を
担
当
し
た
。
一
九
四
〇
年
三
月
に
退
社
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
父
と
子
』（
一
九
四
七
・
二
、
高
山
書
店
）
な
ど
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
も
手
が
け
た
。
＊　
山
田
孝
雄
（
一
八
七
五
～
一
九
五
八
）
⋮
⋮
富
山
県
生
ま
れ
。﹁
山
田
文
法
﹂
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
文
法
論
を
構
築
し
た
国
語
学
者
、文
部
省
発
行
『
国
体
の
本
義
』
起
草
に
も
関
っ
た
と
さ
れ
る
国
粋
主
義
者
。
日
本
大
学
・
東
北
帝
国
大
学
教
授
、
神
宮
皇
学
館
大
学
長
を
歴
任
。『
源
氏
物
語
之
音
楽
』（
一
─　　─50
九
三
四
・
七
、
宝
文
館
）、『
日
本
文
法
学
概
論
』（
一
九
三
六
・
五
、
同
）
な
ど
著
作
多
数
。『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
と
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
（
一
九
五
一
・
五
～
五
四
・
十
二
、
中
央
公
論
社
）
の
校
閲
者
を
務
め
た
。
２　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
一
月
二
十
八
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
１
．
28
）
﹁
夕
霧
﹂
よ
り
﹁
竹
河
﹂
ま
で
内
務
省
内
閲
の
方
は
パ
ス
し
て
ゐ
る
の
で
せ
う
か
、
今
度
の
所
は
別
に
忌
避
に
触
れ
さ
う
な
文
句
は
沢
山
あ
り
ま
せ
ん
し
、
二
三
気
が
つ
い
た
と
こ
ろ
は
自
発
的
に
削
除
し
ま
し
た
か
ら
心
配
は
な
い
つ
も
り
で
す
が
一
応
諒
解
だ
け
は
得
て
お
い
て
下
さ
い
、
萬
事
福
山
君
が
心
得
て
ゐ
る
筈
で
す
が
右
一
寸
ご
注
意
ま
で
に
廿
八
日 
谷
崎
生
木
内
様
３　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
二
月
一
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
２
．
１
）
広
島
行
を
一
旦
延
期
し
て
﹁
夕
霧
﹂
を
全
部
校
了
に
し
て
行
か
う
と
思
ひ
ま
し
た
が
遂
に
出
来
ず
四
台
だ
け
お
送
り
し
ま
す
、
帰
宅
は
一
日
お
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
あ
と
は
五
日
迄
に
は
間
に
合
は
ず
六
日
迄
に
な
り
ま
せ
う
﹁
御
法
﹂
再
校
二
台
到
着
、
し
か
し
山
田
先
生
の
再
閲
が
出
な
け
れ
ば
校
了
に
で
き
ま
せ
ん
か
ら
そ
れ
を
一
日
千
秋
の
思
ひ
で
待
つ
て
ゐ
ま
す
、
紀
元
節
過
ぎ
に
は
是
非
上
京
の
用
が
あ
る
の
で
そ
れ
ま
で
に
十
六
巻
全
部
校
了
に
し
た
い
の
で
す
腎
盂
炎
は
大
概
一
度
は
ブ
リ
返
す
も
の
に
て
二
た
月
か
ゝ
る
例
が
多
い
や
う
で
す
、
御
用
心
な
さ
い
と
福
山
氏
へ
御
伝
へ
下
さ
い
二
月
一
日 
谷
崎
生
木
内
様
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─51
４　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
二
月
八
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
２
．
８
）
今
八
日
朝
ま
で
に
小
生
手
元
へ
到
着
し
た
も
の
左
の
如
し
山
田
先
生
再
閲
ゲ
ラ
│
│
﹁
御
法
﹂
全
部
（
三
五
頁
）
再
校
ゲ
ラ
│
│
﹁
御
法
﹂
ヨ
リ
﹁
竹
河
﹂
ノ
中
途
マ
デ
一
四
四
頁
小
生
朱
筆
入
リ
初
校
ゲ
ラ
（
イ
ツ
モ
返
却
ヲ
乞
フ
分
）
│
│
﹁
御
法
﹂﹁
幻
﹂
ノ
全
部
　
即
チ
﹁
雲
隠
﹂
以
下
未
着
と
こ
ろ
で
以
上
三
種
の
ゲ
ラ
は
、
か
う
バ
ラ
バ
ラ
で
な
く
、
い
つ
も
同
じ
頁
の
部
分
を
取
り
揃
へ
て
送
つ
て
下
さ
る
方
当
方
整
理
上
便
利
で
あ
り
ま
す
。
此
の
三
種
の
う
ち
一
種
類
だ
け
先
へ
送
つ
て
貰
つ
て
も
何
等
進
行
の
足
し
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。
尚
﹁
雲
隠
﹂
以
下
﹁
竹
河
﹂
中
途
ま
で
の
初
校
ゲ
ラ
さ
し
あ
た
り
御
返
却
下
さ
い
八
日 
谷
崎
生
木
内
様
５　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
二
月
十
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
２
．
16
）
今
夜
寝
台
が
な
け
れ
ば
明
朝
特
急
で
立
ち
ま
す
か
ら
山
田
先
生
の
ゲ
ラ
あ
と
は
そ
ち
ら
へ
保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
明
朝
社
へ
伺
は
な
か
つ
た
ら
月
曜
の
朝
参
り
ま
す
十
六
日 
谷
崎
生
木
内
君
─　　─52
６　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
三
月
七
日　
木
内
高
音
・
石
井
秀
平
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
３
．
７
）
中
央
公
論
四
月
号
の
た
め
故
左＊
団
次
の
追
悼
文
を
十
五
枚
書
き
ま
し
た
、
そ
れ
で
源
氏
の
仕
事
が
お
く
れ
明
日
か
ら
や
つ
と
橋
姫
に
か
ゝ
り
ま
す
右
一
寸
御
断
り
し
て
お
き
ま
す
七
日 
谷
崎
生
木
内
君
石
井
君
社
長
、
福
山
君
そ
の
後
如
何
で
す
か
＊　
﹁
旧
友
左
団
次
を
悼
む
﹂（『
中
央
公
論
』
一
九
四
〇
・
四
）
７　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
三
月
十
四
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
３
．
14
）
﹁
橋
姫
﹂
二
台
だ
け
初
校
御
送
り
い
た
し
ま
す
、
再
校
が
出
ま
し
た
ら
な
る
べ
く
早
く
山
田
先
生
へ
御
送
り
下
さ
い
石
井
君
の
あ
と
を
引
継
い
だ
人
は
何
と
云
ふ
方
で
す
か
校
正
責
任
者
の
姓
名
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
、
尚
此
の
本
独
得
の
文
字
の
つ
か
ひ
方
組
み
方
等
委
し
く
石
井
君
よ
り
き
い
て
ゐ
る
で
せ
う
か
、
事
に
依
つ
た
ら
一
度
そ
の
人
に
小
生
宅
ま
で
来
て
頂
く
方
よ
く
は
な
い
で
せ
う
か社
長
は
す
で
に
出
社
さ
れ
ま
し
た
か
、
福
山
君
は
如
何
で
す
か
以
上
の
件
、
至
急
御
返
事
被
下
度
願
上
ま
す
三
月
十
四
日 
谷
崎
生
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─53
木
内
様
８　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
三
月
二
十
三
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
３
．
23
）
﹁
雲
隠
﹂
中
扉
の
こ
と
い
ろ
〳
〵
御
骨
折
御
苦
労
に
存
じ
ま
す
両
面
す
り
印
刷
の
こ
と
も
そ
れ
に
て
結
構
と
存
じ
ま
す
た
ゞ
大
分
お
く
れ
て
参
り
ま
す
か
ら
何
卒
一
日
も
早
く
市
上ママ
へ
出
ま
す
や
う
祈
り
ま
す
尚
愛＊
蔵
本
も
毎
度
お
く
れ
て
困
る
の
で
す
が
普
及
版
に
引
き
つ
ゞ
き
お
く
れ
ず
に
出
る
や
う
に
監
督
願
ま
す
廿
三
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
普
及
版
と
は
用
紙
や
装
丁
の
異
な
る
愛
蔵
版
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
が
千
部
限
定
で
出
版
さ
れ
た
。
特
製
桐
箱
（
蓋
裏
に
﹁
谷
崎
潤
一
郎
﹂
の
自
筆
署
名
と
﹁
松
子
童
子
﹂
の
押
印
）
入
り
で
、
奥
付
に
普
及
版
に
は
な
い
﹁
松
廼
舎
源
氏
﹂
の
押
印
が
あ
る
。
９　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
一
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
４
．
１
）
只
今
別
便
を
以
て
﹁
総
角
﹂
二
台
お
送
り
し
ま
し
た
第
十
七
巻
再
校
は
す
で
に
幾
ら
か
山
田
博
士
の
方
へ
廻
つ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
か
も
う
四
月
に
な
り
ま
し
た
が
八
回
配
本
は
ま
だ
で
あ
り
ま
せ
う
か
、
い
ろ
〳
〵
御
事
情
も
お
察
し
ゝ
て
ゐ
ま
す
が
こ
ん
な
に
お
く
れ
た
例
が
な
い
の
で
心
配
し
て
ゐ
ま
す
、
な
ほ
い
つ
も
市
上ママ
へ
出
る
前
に
一
部
だ
け
早
く
製
本
し
て
届
け
て
貰
ふ
こ
と
に
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
そ
の
や
う
に
お
手
配
願
ま
す
以
上
二
件
に
返
事
お
待
ち
申
ま
す
─　　─54
一
日 
谷
崎
生
木
内
様
10　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
三
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
４
．
４
）
第＊
八
回
配
本
一
部
只
今
到
着
こ
れ
で
安
心
、
い
ろ
〳
〵
な
骨
折
御
察
し
申
し
ま
す
ま
だ
中
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
が
﹁
雲
隠
﹂
中
扉
の
色
見
本
刷
の
時
よ
り
も
う
す
い
や
う
で
す
ね
此
の
上
は
あ
と
の
校
正
の
出
る
の
を
待
つ
て
ゐ
ま
す
三
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
第
八
回
配
本
は
第
十
五
巻
（﹁
夕
霧
﹂）
と
第
十
六
巻
（﹁
御
法
﹂﹁
幻
﹁
雲
隠
﹂﹁
匂
宮
﹂﹁
紅
梅
﹂﹁
竹
河
﹂）、
発
行
日
は
三
月
二
十
日
。
11　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
九
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
４
．
９
）
第
八
回
配
本
五
部
先
日
正
ニ
落
掌
﹁
雲
隠
﹂
の
中
扉
の
色
も
あ
れ
な
ら
理
想
的
の
出
来
栄
え
に
て
御
苦
心
は
察
し
申
し
ま
す　
但
し
本
文
に
は
少
〻
誤
植
が
あ
り
ま
す
の
で
い
づ
れ
す
つ
か
り
し
る
し
を
つ
け
て
御
目
に
か
け
ま
す
愛
蔵
本
の
方
は
い
つ
に
な
る
で
せ
う
か
、
こ
れ
が
毎
度
お
く
れ
て
困
る
の
で
す
が
一
寸
御
予
定
御
し
ら
せ
下
さ
い
本
日
﹁
総
角
﹂
の
つ
ゞ
き
二
台
お
送
り
い
た
し
ま
す
九
日 
谷
崎
生
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─55
木
内
君
12　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
二
十
四
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
４
．
24
）
第
十
六
巻
の
活
字
の
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
を
御
参
考
ま
で
に
御
送
り
い
た
し
ま
す
か
ら
小＊
暮
君
に
も
御
見
せ
に
な
つ
て
下
さ
い
、
ま
だ
一
通
り
読
ん
たママ
ゞ
け
で
す
が
そ
れ
で
も
十
六
ケ
所
発
見
し
ま
し
た
、
主
と
し
て
文
字
の
不
鮮
明
な
も
の
、
行
の
終
り
に
来
る
句
読
点
の
脱
落
が
多
い
の
で
す
が
、
し
か
し
句
読
点
の
あ
る
べ
き
所
に
な
い
の
は
可
な
り
重
大
な
誤
り
で
す
、
そ
れ
か
ら
六
五
頁
の
注
意
書
を
特
に
ご
覧
下
さ
い
、
な
ほ
見
落
し
は
小
生
に
も
一
半
の
責
任
が
あ
る
こ
と
勿
論
で
す
只
今
別
便
で
御
送
り
し
ま
し
た
か
ら
御
覧
に
な
つ
た
ら
な
る
べ
く
早
く
御
返
送
願
ま
す
廿
四
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
小
暮
杢
太
郎
（
生
没
年
未
詳
）
⋮
⋮
一
九
三
二
年
四
月
に
中
央
公
論
社
入
社
、
一
九
三
七
年
八
月
よ
り
出
版
部
、
一
九
四
〇
年
三
月
よ
り
校
閲
部
長
（
十
一
月
ま
で
）。
戦
後
は
天
絃
社
代
表
を
務
め
た
。
13　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
二
十
九
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
４
．
29
）
只
今
﹁
椎
本
﹂
全
部
校
了
に
し
て
御
送
り
し
ま
し
た
こ
れ
に
て
第
十
七
冊
は
小
生
の
方
は
済
ん
だ
わ
け
で
あ
り
ま
す
﹁
総
角
﹂
山
田
先
生
再
閲
の
分
三
十
二
頁
ま
で
来
て
を
り
ま
す
が
、
あ
と
を
お
待
ち
し
て
ゐ
ま
す
、
全
部
揃
つ
て
か
ら
校
了
に
し
て
お
返
し
し
ま
す
五
月
十
日
志
賀
氏
令
嬢
結
婚
式
参
列
の
た
め
八
日
か
九
日
頃
上
京
い
た
し
ま
す
、
そ
の
前
に
第
十
八
巻
校
了
に
し
た
い
も
の
で
す
─　　─56
廿
九
日 
谷
崎
生
木
内
様
14　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
五
月
四
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
５
．
４
）
本
日
﹁
総
角
﹂
再
校
三
台
六
四
頁
ま
で
落
掌
い
た
し
ま
し
た
、
八
日
の
朝
汽
車
で
上
京
の
予
定
で
あ
り
ま
す
か
ら
同
日
以
降
の
郵
便
物
は
御
差
控
へ
願
ひ
ま
す
九
日
に
社
へ
参
上
致
し
ま
す
五
月
四
日
夕 
谷
崎
生
木
内
様
15　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
六
月
十
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
６
．
17
）
御
手
紙
拝
見
、
そ
れ
で
は
正
誤
入
り
源
氏
十
五
十
六
巻
速
達
小
包
を
以
て
御
送
り
し
ま
し
た
か
ら
そ
れ
を
見
て
表
を
お
作
り
被
下
度
、
尚
此
の
本
は
御
用
済
み
の
上
は
な
る
べ
く
至
急
御
返
送
被
成
度
御
願
申
ま
す
第
九
回
配
本
鶴
首
し
て
居
ま
す
、
愛
蔵
本
も
お
く
れ
ぬ
や
う
願
ま
す
正
誤
表
あ
ま
り
重
要
な
ら
ざ
る
も
の
は
省
い
て
は
如
何
、
兎
に
角
御
作
製
の
上
は
一
度
見
せ
て
下
さ
い
十
六
日 
谷
崎
生
木
内
様
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─57
16　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
六
月
二
十
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
６
．
26
）
﹁
寄
生
﹂
ゲ
ラ
一
二
六
頁
頭
注
﹁
二
﹂
　
浮
舟
の
方
の
女
房
の
名
と
あ
る
の
を
　
中
姫
君
の
方
の
女
房
の
名
と
お
改
め
下
さ
れ
た
し
今
朝
御
ハ
ガ
キ
拝
見
、
第＊
九
回
配
本
近
〻
の
由
お
待
ち
申
候
愛
蔵
本
の
件
宜
敷
御
手
配
願
度
候
本
日
﹁
東
屋
﹂
二
台
お
送
致
候
廿
六
日 
谷
崎
生
木
内
君　
侍
史
＊　
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
第
九
回
配
本
は
第
十
七
巻
（﹁
橋
姫
﹂﹁
椎
本
﹂）
と
第
十
八
巻
（﹁
総
角
﹂﹁
早
蕨
﹂）、
発
行
日
は
六
月
二
十
日
。
17　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
二
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
７
．
２
）
昨
日
東
屋
初
校
最
後
ま
で
御
送
り
致
し
ま
し
た
が
こ
れ
等
第
十
四
回
配
本
分
の
再
校
な
ら
び
に
山
田
博
士
再
閲
の
方
は
い
つ
頃
に
な
り
ま
せ
う
か
進
行
状
態
お
知
ら
せ
下
さ
い
、
も
は
や
あ
と
二
三
回
に
て
完
了
と
云
ふ
所
ま
で
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
の
で
大
い
に
張
り
切
つ
て
ゐ
ま
す九
回
配
本
も
う
今
日
明
日
に
頂
け
る
こ
と
ゝ
鶴
首
し
て
ゐ
ま
す
─　　─58
七
月
二
日 
谷
崎
生
木
内
君
18　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
十
二
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
７
．
12
）
﹁
寄
生
﹂
再
校
ゲ
ラ
及
び
初
校
ゲ
ラ
一
七
四
頁
ま
で
全
部
到
着
い
た
し
ま
し
た
が
、
山
田
先
生
再
閲
の
分
の
み
は
一
四
四
頁
迄
で
、
最
後
の
二
台
未
着
と
な
つ
て
を
り
ま
す
か
ら
一
寸
念
の
た
め
御
注
意
申
上
げ
ま
す
尚
な
る
べ
く
此
の
三
種
は
取
り
揃
へ
て
同
時
に
御
送
り
下
さ
る
方
整
理
上
便
利
で
あ
り
ま
す
本
日
寄
生
一
二
八
頁
ま
で
校
了
に
し
て
お
送
り
申
ま
す
第
九
回
配
本
着
、
あ
と
は
愛
蔵
本
を
待
つ
て
を
り
ま
す
七
月
十
二
日 
谷
崎
生
木
内
君
19　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
十
八
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
７
．
17
）
前
便
に
紅＊
葉
全
集
の
件
に
付
御
返
事
申
上
げ
る
の
を
忘
れ
ま
し
た
紅
葉
は
明
治
以
後
私
の
一
番
尊
敬
す
る
作
家
で
あ
り
殊
に
今
度
の
試
み
は
御
遺
族
の
た
め
に
も
大
変
に
よ
い
計
画
と
存
じ
ま
す
編
輯
委
員
に
名
を
連
ね
る
こ
と
は
む
し
ろ
大
に
光
栄
と
し
て
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
唯
実
際
に
何
か
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
せ
う
か
、
そ
れ
だ
と
目
下
手
一
杯
な
の
で
中
〻
そ
の
餘
裕
が
な
い
の
で
す
、
名
儀
だ
け
と
云
ふ
こ
と
に
願
へ
れ
ば
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
十
七
日 
谷
崎
生
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─59
木
内
君
＊　
中
央
公
論
社
版
『
尾
崎
紅
葉
全
集
』
は
全
十
巻
の
予
定
で
第
五
巻
（
一
九
四
二
・
十
二
）・
第
六
巻
（
一
九
四
一
・
六
）・
第
九
巻
（
一
九
四
二
・
九
）
を
刊
行
し
た
が
、
不
要
不
急
か
つ
時
局
柄
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
未
完
。
内
容
見
本
に
は
編
集
委
員
と
し
て
幸
田
露
伴
、
徳
田
秋
聲
、
菊
池
寛
ら
と
と
も
に
谷
崎
の
名
が
あ
る
。
20　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
二
十
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
７
．
20
）
拝
啓
福
山
君
の
件
に
つ
い
て
は
本
日
直
接
社
長
宛
返
事
を
差
上
げ
ま
し
た
か
ら
委
し
い
事
は
社
長
に
お
き
ゝ
下
さ
い
、
要
す
る
に
社
に
対
す
る
福
山
君
の
抗
争
が
予
想
以
上
に
激
化
し
て
ゐ
る
事
を
知
り
ま
し
た
の
で
小
生
と
し
て
も
こ
れ
以
上
福
山
君
に
仕
事
を
頼
ま
な
い
方
が
よ
い
と
云
ふ
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
福
山
君
に
代
る
人
を
求
め
る
か
或
は
小
生
自
身
で
や
つ
て
し
ま
ふ
か
、
此
の
問
題
は
今
少
し
考
へ
て
か
ら
に
し
ま
す
廿
日 
谷
崎
生
木
内
君
21　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
八
月
十
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
８
．
16
）
﹁
蜻
蛉
﹂
二
台
お
送
り
し
ま
す
、
第＊
十
回
配
本
の
刷
り
上
り
は
何
日
頃
に
な
り
ま
す
か
﹁
浮
舟
﹂
の
再
校
、
及
山
田
先
生
再
閲
の
方
の
進
行
状
態
は
ど
う
な
つ
て
居
り
ま
す
か
御
知
ら
せ
下
さ
い
─　　─60
当
地
方
は
近
〻
防
空
演
習
が
あ
り
拙
宅
は
隣
保
の
当
番
に
あ
た
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
忙
し
く
こ
ゝ
少
時
仕
事
が
お
く
れ
ま
す
九
月
上
旬
泉
鏡
花
先
生
一
周
忌
に
て
上
京
し
ま
す
八
月
十
六
日 
谷
崎
生
木
内
様
＊　
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
第
十
回
配
本
は
第
十
九
巻
（﹁
寄
生
﹂）
と
第
二
十
巻
（﹁
東
屋
﹂）、
発
行
日
は
九
月
二
十
日
。
22　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
九
月
三
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
９
．
３
）
小
生
来
る
五
日
夜
行
に
て
上
京
、
六
日
の
早
朝
に
社
の
方
へ
参
り
ま
す
そ
の
節
出
来
れ
ば
社
長
に
も
御
目
に
か
ゝ
り
度
一
寸
そ
の
旨
社
長
へ
御
伝
言
願
ひ
上
げ
ま
す
（
お
差
支
あ
ら
ば
又
打
ち
合
せ
て
お
訪
ね
し
ま
す
）
松＊
林
さ
ん
に
も
御
目
に
か
ゝ
り
た
い
と
申
し
て
お
い
て
下
さ
い
本
日
浮
舟
全
部
校
了
に
し
て
送
り
ま
し
た
三
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
松
林
恒
（
一
八
八
八
～
一
九
六
六
）
⋮
⋮
東
大
独
法
科
卒
業
。
中
央
公
論
社
株
式
化
の
法
的
手
続
き
に
携
わ
っ
た
関
係
で
一
九
二
五
年
十
一
月
に
入
社
、
経
理
部
長
な
ど
を
経
て
、
一
九
三
六
年
十
二
月
よ
り
専
務
。
一
九
四
四
年
の
中
央
公
論
社
の
自
発
的
廃
業
（
事
実
上
は
軍
部
に
よ
る
解
散
命
令
）
の
あ
と
は
清
算
代
表
人
を
務
め
た
。
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─61
23　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
九
月
二
十
九
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
９
．
29
）
昨
日
お
送
り
し
た
校
了
ゲ
ラ
の
う
ち
、
蜻
蛉
二
〇
頁
最
期
の
行
に
　
大イ
蔵
大
夫
と
あ
り
ま
す
の
を
　
大イ
蔵
大
輔
と
御
訂
正
下
さ
い
右
御
願
ひ
ま
で
九
月
二
十
九
日 
谷
崎
生
木
内
様
24　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
月
十
一
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
10
．
11
）
第
十
回
愛
蔵
本
昨
日
到
着
い
た
し
ま
し
た
が
六
部
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
愛
蔵
本
は
小
生
毎
回
七
部
づ
ゝ
受
取
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
係
り
の
方
お
調
べ
の
上
至
急
あ
と
一
部
御
送
り
頂
き
度
御
返
事
御
待
ち
申
ま
す
十
一
日 
谷
崎
生
木
内
様
25　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
月
十
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
10
．
16
）
愛
蔵
本
追
加
の
分
た
し
か
に
落
掌
致
し
ま
し
た
大
変
御
手
数
を
か
け
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
△〇
─　　─62
十
月
十
六
日 
谷
崎
生
木
内
君
26　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
一
月
十
二
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
11
．
12
）
源＊
氏
物
語
和
歌
講
義
原
稿
三
十
六
枚
御
送
り
し
ま
し
た
、
先
づ
最
初
に
十
頁
ほ
ど
見
本
に
組
ん
で
見
て
送
つ
て
下
さ
い
、（
組
み
方
は
原
稿
に
指
定
し
て
あ
り
ま
す
が
詳
細
は
そ
ち
ら
で
適
当
に
工
夫
し
て
下
さ
い
）
〇
第＊
十
一
回
配
本
は
い
つ
頃
に
な
る
で
せ
う
か
〇
﹁
手
習
﹂﹁
夢
浮
橋
﹂
再
校
、
及
び
山
田
先
生
再
閲
は
進
行
状
態
如
何
で
す
か
右
御
返
事
願
ま
す
十
一
月
十
二
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
頭
注
を
な
る
べ
く
減
ら
し
た
い
と
い
う
谷
崎
の
意
向
か
ら
、
本
文
中
で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
解
釈
は
﹁
源
氏
物
語
和
歌
講
義
上
・
下
﹂（
第
二
十
四
・
二
十
五
巻
、
第
十
二
・
十
三
回
配
本
）
と
し
て
独
立
し
た
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
（
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
か
ら
は
頭
注
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
）。
当
然
な
が
ら
、
本
文
の
削
除
箇
所
に
含
ま
れ
る
二
十
七
首
は
未
収
録
で
あ
る
。
＊　
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
第
十
一
回
配
本
は
第
二
十
一
巻
（﹁
浮
舟
﹂）
と
第
二
十
二
巻
（﹁
蜻
蛉
﹂）、
発
行
日
は
十
二
月
十
五
日
。
27　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
一
月
二
十
四
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
11
．
24
）
和
歌
講
義
原
稿
七
七
頁
ま
で
御
送
り
し
ま
し
た
御
落
掌
の
事
と
存
じ
ま
す
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─63
つ
い
て
は
な
る
べ
く
早
く
組
み
見
本
を
出
し
て
頂
き
度
（
第
一
頁
よ
り
四
頁
ぐ
ら
ゐ
ま
で
組
ま
せ
て
み
て
下
さ
い
）
小
生
来
る
十
日
頃
に
は
上
京
し
ま
す
が
そ
の
前
に
一
応
見
て
お
き
た
い
も
の
と
思
ひ
ま
す
山
田
先
生
御
忙
し
き
事
と
お
察
し
ゝ
て
居
ま
す
が
手
習
浮
舟
の
再
校
を
待
つ
て
ゐ
ま
す
尚
和
歌
講
義
も
一
応
山
田
先
生
の
校
閲
を
乞
ふ
つ
も
り
で
す
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
ゲ
ラ
二
通
り
作
つ
て
下
さ
い
十
一
月
廿
四
日 
谷
崎
生
木
内
君
28　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
二
月
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
12
．
６
）
﹁
手
習
﹂﹁
夢
浮
橋
﹂
再
校
及
山
田
先
生
再
閲
ゲ
ラ
先
日
正
ニ
落
掌
只
今
三
校
し
て
を
り
ま
す
か
ら
近
日
校
了
お
送
い
た
し
ま
す
次
に
御
問
合
せ
の
件
で
す
が
和
歌
講
義
以
下
附
録
は
全
部
バ
ッ
ク
な
し
に
い
た
し
ま
す
又
中
扉
の
色
紙
等
も
不
必
要
で
あ
り
ま
す
但
し
本
扉
は
本
文
の
通
り
に
し
ま
す
従
つ
て
表
紙
及
本
扉
の
題
簽
は
矢
張
尾
上
紫
舟
氏
に
書
い
て
頂
き
ま
す
が
そ
の
書
き
方
に
つ
き
ま
し
て
は
小
生
上
京
御
相
談
の
上
決
定
し
ま
す
か
ら
そ
れ
ま
で
御
待
ち
下
さ
い
上
京
は
十
三
四
日
の
予
定
ニ
付
郵
便
物
行
違
ひ
に
な
ら
ぬ
や
う
御
注
意
下
さ
い
し
か
し
十
一
回
配
本
見
本
は
一
日
も
早
く
拝
見
し
た
し
十
二
月
六
日
朝 
谷
崎
生
木
内
君
─　　─64
29　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
二
月
十
三
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
15
．
12
．
13
）
和
歌
講
義
原
稿
百
十
四
頁
ま
で
只
今
発
送
い
た
し
ま
し
た
小
生
は
明
十
四
日
﹁
か
も
め
﹂
で
上
京
、
十
五
日
は
日
曜
に
付
十
六
日
午
前
中
に
社
の
方
へ
参
上
い
た
し
ま
す
社
長
さ
ん
に
も
そ
の
節
拝
観
致
度
と
御
伝
言
願
上
ま
す
今
度
は
附
録
の
編
輯
組
み
方
等
に
は
種
〻
御
相
談
申
度
事
も
あ
り
又
系
図
等
は
矢
張
相＊
澤
君
に
手
伝
つ
て
頂
度
存
候
間
仝
君
に
も
そ
の
時
御
目
に
懸
り
度
候
十
三
日
朝 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
相
澤
正
（
一
九
一
二
～
四
四
）
⋮
⋮
山
梨
県
生
ま
れ
。
土
屋
文
明
に
師
事
し
て
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
投
稿
、
同
発
行
所
へ
出
入
り
す
る
。
一
九
三
五
年
八
月
に
中
央
公
論
社
創
立
五
十
周
年
記
念
出
版
『
世
界
文
芸
大
辞
典
』
臨
時
校
正
係
と
し
て
委
嘱
（
一
九
三
七
年
十
月
ま
で
）。
一
九
三
九
年
六
月
、
正
式
に
中
央
公
論
社
入
社
。
一
九
四
一
年
五
月
に
校
正
班
、
九
月
に
校
正
部
長
、『
潤
一
郎
源
氏
物
語
』
第
二
十
六
巻
の
系
図
、
年
立
、
梗
概
等
の
編
纂
を
手
が
け
た
。
一
九
四
三
年
四
月
に
応
召
、
八
月
に
中
国
戦
線
で
戦
病
死
。
著
書
に
『
相
澤
正
歌
集
』（
一
九
五
四
・
一
、
白
玉
書
房
）
が
あ
る
。
30　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
八
日　
木
内
高
音
・
小
暮
杢
太
郎
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
１
．
８
）
至
急
訂
正
事
項
ガ
ア
リ
マ
ス
手
習
八
頁
頭
注
イ
ノ
全
文
ヲ
左
ノ
如
ク
訂
正
シ
テ
下
サ
イ
　
イ
、
此
の
雨
は
蜻
蛉
一
二
頁
に
見
え
る
雨
に
当
る
マ
ダ
間
ニ
合
フ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
訂
正
ハ
重
要
ニ
ツ
キ
タ
ト
ヒ
本
刷
リ
ニ
カ
ヽ
ツ
テ
ヰ
テ
モ
何
ト
カ
シ
テ
必
ズ
訂
正
シ
テ
下
サ
イ
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─65
尚
此
ノ
手
紙
御
覧
次
第
訂
正
可
能
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
電
報
デ
御
返
事
下
サ
イ
正
月
八
日 
谷
崎
生
木
内
君
31　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
二
十
四
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
１
．
24
）
　
訂
正
今
朝
御
送
り
し
た
原
稿
の
う
ち
第
百
四
十
五
枚
目
槿
の
巻
﹁
人
知
れ
ず
﹂
の
歌
の
釈
文
の
中
に
﹁
槿
の
君
﹂
と
書
い
た
の
を
﹁
槿
の
宮
﹂
と
直
し
て
下
さ
い
正
月
廿
四
日 
谷
崎
生
木
内
君
32　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
二
十
八
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
１
．
28
）
原
稿
只
今
巻
十
の
初
め
の
と
こ
ろ
百
七
十
五
枚
ま
で
御
送
り
し
ま
し
た
和
歌
講
義
上
巻
は
巻
十
の
終
り
行
幸
ま
で
ゞ
完
結
と
し
以
下
は
下
巻
に
な
り
ま
す
か
ら
も
う
二
三
日
で
第＊
十
二
回
配
本
の
分
は
脱
稿
し
ま
す再
校
ゲ
ラ
及
び
山
田
先
生
検
閲
の
分
は
賢
木
の
中
途
六
四
頁
ま
で
来
た
き
り
あ
と
が
途
絶
え
て
ゐ
ま
す
が
、
あ
と
は
何
日
頃
に
な
り
ま
せ
う
か
。
小
生
二
月
四
五
日
頃
義
妹
結
婚
の
用
事
に
て
上
京
暫
く
（
十
日
程
）
滞
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
そ
の
前
に
少
し
で
も
餘
計
校
了
に
し
て
お
き
度
、
残
り
は
滞
在
中
に
校
正
を
や
り
ま
す
。
和
歌
講
義
は
山
田
先
生
に
は
一
度
だ
け
検
閲
し
て
頂
け
ば
再
閲
は
乞
ふ
必
─　　─66
要
な
し
と
存
じ
ま
す
、
又
三
校
は
責
任
を
負
つ
て
下
さ
れ
ば
そ
ち
ら
に
任
し
ま
す
釈
文
の
中
の
ダ
ツ
シ
ユ
│
│
│
は
三
字
分
の
長
さ
に
願
度
、
又
そ
の
上
下
の
字
間
を
あ
け
ず
、
す
ぐ
文
字
下
へ
つ
ゞ
け
て
下
さ
い
正
月
廿
八
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
第
十
二
回
配
本
は
第
二
十
三
巻
（﹁
手
習
﹂﹁
夢
浮
橋
﹂）
と
第
二
十
四
巻
（﹁
源
氏
物
語
和
歌
講
義
上
﹂）、
発
行
日
は
四
月
二
十
五
日
。
奥
付
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
﹁
東
京
府
規
格
外　
許
可
／
巳
資
紙
規
第
一
六
〇
号
﹂
の
記
載
が
あ
る
。
33　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
二
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
２
．
２
）
今
日
和
歌
講
義
初
校
ゲ
ラ
三
台
返
送
し
ま
し
た
が
矢
張
最
初
は
再
校
を
自
分
で
見
た
方
宜
し
き
や
と
存
じ
ま
す
原
稿
は
先
日
上
巻
の
終
り
（
行
幸
の
終
り
）
ま
で
送
り
ま
し
た
が
御
落
掌
の
事
と
存
じ
ま
す
あ
と
の
ゲ
ラ
（
山
田
氏
の
分
と
も
）
待
つ
て
ゐ
ま
す
が
（
只
今
手
も
と
に
巻
五
の
終
一
一
二
頁
ま
で
あ
り
）
小
生
上
京
の
日
決
定
次
第
御
知
ら
せ
し
ま
す
か
ら
さ
う
し
た
ら
行
違
ひ
に
な
ら
ぬ
や
う
郵
便
物
御
注
意
願
ひ
ま
す
二
月
二
日 
谷
崎
木
内
様
34　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
十
七
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
２
．
17
）
拝
啓
柚＊
女
史
か
ら
御
聞
及
び
と
存
じ
ま
す
が
中
〻
シ
ツ
コ
イ
流
感
に
か
ゝ
り
半
月
も
臥
床
昨
今
漸
く
起
き
ま
し
た
が
ま
だ
時
〻
七
度
ぐ
ら
ゐ
ま
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─67
で
熱
が
出
る
の
で
警
戒
し
て
ゐ
ま
す
、
と
こ
ろ
で
先
達
御
問
合
せ
し
た
一
一
三
頁
以
下
の
ゲ
ラ
と
校
閲
の
分
い
つ
頃
に
な
り
さ
う
で
す
か
、
此
方
も
そ
ん
な
わ
け
で
大
変
仕
事
が
お
く
れ
ま
し
た
が
そ
ろ
〳
〵
又
始
め
ま
す
し
そ
の
う
ち
上
京
も
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
大
体
の
予
定
承
れ
た
ら
大
変
好
都
合
な
の
で
あ
り
ま
す
右
御
問
合
せ
ま
で
十
七
日 
谷
崎
生
木
内
君
＊　
柚
登
美
枝
（
一
九
〇
三
～
八
四
）
⋮
⋮
大
阪
生
ま
れ
。
日
本
女
子
大
国
文
科
卒
。
一
九
四
一
年
一
月
に
中
央
公
論
社
入
社
。
一
九
四
一
年
九
月
よ
り
『
婦
人
公
論
』
編
集
部
（
一
九
四
四
年
一
月
の
同
誌
廃
刊
ま
で
）、
一
九
四
四
年
七
月
に
社
の
解
散
と
と
も
に
退
社
、
戦
後
は
、
創
元
社
を
経
て
、
一
九
五
四
年
に
新
樹
社
を
設
立
、
限
定
五
〇
〇
部
の
署
名
入
り
『
蓼
喰
ふ
虫
』（
一
九
五
五
・
五
）
を
刊
行
し
た
。
35　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
二
十
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
２
．
20
）
御
返
事
拝
見
、
ゲ
ラ
は
全
部
（
山
田
氏
校
閲
も
共
に
）
一
応
至
急
此
方
へ
御
送
り
下
さ
い
、
上
京
の
前
に
で
き
れ
ば
そ
れ
だ
け
早
く
片
づ
け
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
再
校
以
後
は
私
が
見
ま
せ
う
か
、
そ
ち
ら
で
責
任
を
持
つ
て
く
れ
ま
す
か
、
ど
う
し
ま
せ
う
か
、
兎
に
角
最
初
の
一
二
台
で
も
試
み
に
私
ま
で
送
つ
て
み
て
貰
ひ
ま
せ
う
か
二
月
二
十
日 
谷
崎
生
木
内
様
─　　─68
36　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
四
月
四
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
４
．
４
）
和
歌
講
義
原
稿
本
日
十
三
巻
終
り
ま
で
御
送
申
尚
相
澤
氏
執
筆
の
た
め
引
籠
中
と
の
事
で
あ
り
ま
す
が
先
般
御
返
送
し
ま
し
た
梗
概
及
び
年
立
の
訂
正
原
稿
は
相
澤
氏
が
先
を
書
く
時
の
参
考
に
も
と
思
つ
て
急
い
で
お
送
り
し
た
の
で
す
か
ら
至
急
同
氏
へ
御
見
せ
下
さ
る
や
う
御
願
申
上
げ
ま
す
四
月
四
日 
谷
崎
生
木
内
様
37　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
四
月
二
十
一
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
４
．
21
）
和
歌
講
義
本
日
第
十
九
巻
の
終
り
百
四
十
二
枚
迄
御
送
り
し
ま
し
た
も
う
あ
と
僅
か
に
な
り
ま
し
た
小
生
は
義＊
妹
の
結
婚
式
参
列
の
た
め
来
る
廿
六
日
夜
行
に
て
京マ
マ上
し
ま
す
、
そ
れ
ま
で
に
全
部
完
結
し
て
行
き
た
い
の
で
す
が
乍
遺
憾
多
少
残
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
但
し
廿
九
日
に
式
を
す
ま
し
三
十
日
夜
行
に
て
帰
宅
し
ま
す
か
ら
五
月
五
日
頃
ま
で
に
は
完
了
い
た
し
ま
す
廿
七
日
午
後
一
寸
社
へ
伺
ひ
ま
す
柚
さ
ん
に
も
そ
の
節
お
目
に
か
ゝ
り
た
い
と
申
伝
へ
て
お
い
て
下
さ
い
第
十
二
回
配
本
待
つ
て
ゐ
ま
す
相
澤
君
の
原
稿
全
部
着
御
努
力
を
謝
す
と
御
伝
へ
下
さ
い
、
い
づ
れ
直
接
御
礼
を
申
し
ま
す
四
月
二
十
一
日
夕 
潤
一
郎
木
内
高
音
君　
侍
史
＊　
一
九
四
一
年
四
月
二
十
九
日
の
天
長
節
に
と
り
行
わ
れ
た
義
妹
・
重
子
と
松
平
康
民
の
三
男
・
渡
邊
明
と
の
結
婚
式
は
、
重
子
が
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
﹁
細
雪
﹂
の
結
末
部
に
あ
た
る
。
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─69
38　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
四
月
二
十
五
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
４
．
25
）
拝
啓
廿
七
日
に
社
へ
伺
ふ
と
申
し
ま
し
た
が
仝
日
は
日
曜
で
あ
る
こ
と
を
発
見
、
依
つ
て
廿
八
日
午
前
中
に
参
上
し
ま
す
右
柚
女
史
に
も
御
伝
へ
お
き
下
さ
れ
度
候
廿
五
日 
谷
崎
生
木
内
高
音
君　
侍
史
39　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
五
月
十
二
日　
木
内
高
音
・
相
澤
正
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
５
．
12
）
先
日
は
祝
電
有
難
く
存
候
和
歌
講
義
下
巻
ゲ
ラ
手
元
に
あ
る
分
は
全
部
校
了
に
し
て
御
送
り
し
ま
し
た
か
ら
御
落
掌
の
事
と
存
ま
す
第
十
二
回
配
本
ま
だ
出
な
い
の
で
は
ど
う
し
た
の
で
せ
う
か
、
そ
ん
な
事
で
十
三
回
が
七
月
中
に
す
む
で
せ
う
か
案
ぜ
ら
れ
ま
す
小
生
弟
精
二
の
娘
が
結
婚
す
る
の
で
十
五
日
朝
上
京
、
式
に
列
席
の
上
そ
の
夜
の
夜
行
で
直
ち
に
引
き
返
し
ま
す
、
社
へ
伺
つ
て
ゐ
る
暇
は
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
午
後
二
時
頃
一
寸
電
話
で
ゞ
も
御
相
談
し
た
き
事
あ
り
な
る
べ
く
御
両
君
と
も
御
在
社
願
度
候
十
二
日 
谷
崎
生
木
内
君
相
澤
君
─　　─70
40　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
五
月
十
九
日　
木
内
高
音
・
相
澤
正
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
５
．
19
）
本
日
梗
概
全
部
閲
了
相
澤
氏
宛
返
送
し
ま
し
た
目
下
年
立
校
閲
中
で
す
小
生
二
十
一
日
午
後
一
二
時
頃
社
へ
参
上
い
た
し
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
御
両
君
に
御
目
に
懸
り
度
御
在
社
願
ひ
ま
す
或
は
相
澤
君
は
山
田
先
生
方
へ
行
か
れ
て
御
留
守
か
と
も
想
像
し
ま
す
然
る
時
は
小
生
二
十
三
日
ま
で
在
京
に
附
そ
の
間
に
帰
つ
て
来
て
ほ
し
い
と
思
ひ
ま
す
が
如
何
に
や
十
九
日 
谷
崎
生
木
内
君
相
澤
君
41　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
六
月
一
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
６
．
１
）
只
今
御
送
り
し
た
奥
書
原
稿
四
枚
目
の
欄
外
書
き
入
れ
の
と
こ
ろ
、﹁
相
澤
君
が
北
村
久
備
の
﹁
菫
草
﹂
な
ど
を
参
考
に
云
々
﹂
と
あ
る
の
を
、﹁
相
澤
君
が
金
子
本
や
湖
月
抄
や
北
村
久
備
の
﹁
菫
草
﹂
な
ど
を
参
考
に
⋮
﹂
と
八
字
追
加
訂
正
し
て
下
さ
い
尚
小
生
は
五
日
の
ひ
る
の
汽
車
で
上
京
、
六
日
社
へマ
マに
参
上
し
ま
す
、
も
し
社
長
も
出
社
し
て
を
ら
れ
る
な
ら
お
目
に
か
ゝ
り
た
い
と
申
し
て
下
さ
い
一
日
夕 
谷
崎
生
木
内
君
新
資
料
紹
介　
木
内
高
音
宛
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
四
十
四
通
（
解
題
・
翻
刻
・
注
釈
）
─　　─71
42　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
七
月
二
十
六
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
７
．
26
）
源
氏
物
語
最＊
終
巻
五
冊
本
日
到
着
と
も
か
く
も
間
に
会
ひ
同
慶
に
至
り
に
不
堪
い
づ
れ
上
京
祝
盃
を
挙
度
存
候
へ
共
唯
〻
社
長
の
病
気
の
み
残
念
の
事
に
御
座
候
尚
い
つ
も
五
冊
の
外
に
正
誤
書
入
れ
の
た
め
別
に
一
部
づ
ゝ
寄
贈
を
受
け
居
り
候
間
今
回
も
今
一
部
早
速
御
送
り
被
下
度
乍
御
手
数
願
上
候乍
末
筆
長
〻
の
御
骨
折
御
辛
労
有
難
く
存
候
厚
く
御
礼
申
上
候
廿
六
日
夕 
潤
一
郎
木
内
様　
社
長
容
態
其
後
御
知
ら
せ
被
下
度
候
＊　
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
配
本
最
終
回
は
第
二
十
五
巻
（﹁
源
氏
物
語
和
歌
講
義
下
﹂）
と
第
二
十
六
巻
（﹁
源
氏
物
語
系
図
・
年
立
・
梗
概
・
奥
書
﹂）、
発
行
日
は
七
月
二
十
五
日
。
奥
付
に
﹁
東
京
府
規
格
外　
許
可
／
巳
資
紙
規
第
一
六
〇
号
﹂、
配
給
元
と
し
て
﹁
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
﹂
と
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
記
載
が
あ
る
。
43　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
八
日　
木
内
高
音
宛
〔
封
緘
葉
書
〕（
消
印
16
．
８
．
８
）
愛
蔵
本
の
最
終
巻
は
何
日
頃
に
な
る
で
せ
う
か
こ
れ
が
す
ま
な
い
と
何
だ
か
ま
だ
完
成
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
社
長
快
方
の
由
大
慶
こ
れ
に
不
過
小
生
は
社
長
と
の
面
会
が
可
能
に
な
り
次
第
上
京
の
予
定
で
あ
り
ま
す
八
月
八
日 
潤
一
郎
木
内
様
─　　─72
44　
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
二
十
七
日　
木
内
高
音
宛
〔
葉
書
〕（
消
印
16
．
８
．
27
）
　
［
受
信
］
東
京
駅
前
丸
ビ
ル
五
階　
中
央
公
論
社　
木
内
高
音
様
　
［
発
信
］
葉
山
に
て
谷
崎
生　
廿
七
日
御
手
紙
有
難
う
秋
聲
氏
の
本
御
入
手
の
由
い
づ
れ
小
生
近
日
、
出
京
可
遂
候
間
そ
れ
ま
で
そ
ち
ら
に
預
つ
て
お
い
て
被
下
度
候
 
（
に
し
の　
あ
つ
し　
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師
）
